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（出典）2000年～2020年まで:総務省「国勢調査」
2025年以降:国立社会保障・人口問題研究

所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年
推計）」

実績値 推計値

宮城県内 15番目 35保険者
全国 708番目 1,570保険者

宮城県内 16番目 35保険者
全国 619番目 1,512保険者

宮城県内 17番目 35保険者
全国 680番目 1,512保険者

美里町の高齢化率の降順
（2020年10月時点）

（2025年の推計値）

（2040年の推計値）



介護予防把握事業
※該当年度に７０歳到達者へ「いきいき健康度チェック」（問診票）を郵送。
返信依頼し、健康状態や生活状況を把握し必要な情報提供や訪問などを実施。

＜生活状況＞

対象者数 ４０６人（男性:１８４人、女性:２２２人）
回答者数 ２９４人（男性:１２９人、女性:１６５人）
回答率 ７２．２％

・家族構成:夫婦ふたり暮らし40.3％、二世帯24.2％、その
他23.4％、ひとり暮らし12.1％
・現在の職業:無職、主婦が多いがパート・アルバイト、農業
と回答している方も一定数いる。



項目 全体 男性 女性

この１年間で転んだことがありますか 16.8 17.1 16.7

転倒に対する不安は大きいですか 45.8 33.3 55.1

以前に比べて歩く速度が遅くなってき
たと思いますか 48.4 43.6 51.9

（％）＜健康状態＞



＜健康状態＞
項目 全体 男性 女性

生活機能全般リスク（複数の項目に支障） 4.4 6.8 2.6

運動機能低下リスク 16.1 13.7 17.9
低栄養リスク 0 0 0
口腔機能低下リスク 15.0 16.2 14.1
閉じこもりリスク 6.6 10.3 3.8
認知機能低下リスク 27.1 35.0 21.2
うつ病の可能性（うつ状態のリスク） 22.3 23.9 21.2

（％）
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美里町の要介護（要支援）認定者数、要介護（要支援）認定率の推移
認定者数（要介護５）

認定者数（要介護４）

認定者数（要介護３）

認定者数（要介護２）

認定者数（要介護１）

認定者数（要支援１）

認定者数（要支援２）

認定者数（経過的要介護）

認定率

（出典）平成27年度から令和2年度:厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、令和3年度から令和4年度:「介護保険事業状況報告（3月月報）」、令和5年度:直近の
「介護保険事業状況報告（月報）」
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美里町の基本理念：高齢者がいつまでも地域のなかで「望む生活」を送ることができるまち

今元気 元気でありたい 元気を取り戻したい
サポート受けつつ
自分らしい生活

健 康 フレイルプレフレイル 要介護

・積極的にやっていきたい
・自分を活かすことができるとよい
・地区の人と飲み会

・通いの場に参加できる人は健康
・通いの場に参加せず、自宅にこもっている人が心配
・体が弱ると行くことがなくなる

・体が動くうちは畑仕事、近所へお茶のみ
・楽しみがあると行こうと思う
・気軽に集まれる場所がたくさん、パターンもいろいろあるとよい
・通いの場は体操だけではない

・軽度者支援は困難
・介護施設職員の介護予防についての知識不足
・人材確保困難
・国では介護予防をすすめているが介護報酬が低い
・書類が煩雑
・通いの場を増やすことについて施設、事業所との話し合い必要
・地域と事業所のつながり
・軽度の人が増えている
・ちょっと弱った人への対応
・中重度の人は施設入所

・本人主体、本人支援の難しさ
・関係機関との連携不足
・施設と地域のつながり大切
・施設を知ってもらう
・施設内でも体操しているが、地域に出ることで知り合い
に会うこともあり、表情が違う
・施設に入所を決める段階では大変な状況になっている
・入所後の施設と地域とのつながり希薄

・高齢者世帯の増加
・地域のつながり希薄
・ブレーカー落ちても直せない
・行く場所があっても行く方法がない

◎生きがい、地域貢献、社会参加 ◎高齢者の健康、取りまく環境

◎介護保険制度における軽度者への支援
◎事業所の役割、介護予防の理解
◎人材確保と育成

◎利用者の自立支援、重度化予防
◎施設利用者の地域とのつながり
◎地域住民の施設への理解
◎関係機関との連携

関係者の声と見えてきた主な内容
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